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老人クラブとは　～地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です～
　クラブでは、会員の話し合いによって、それぞれの地域ごとに多種多様な活動を行っています。
　◆生活を豊かにする楽しい活動

健康づくり介護予防、　趣味、文化、レクリエーション

　◆地域を豊かにする社会活動
友愛ボランティア、安心、安全まちづくり、
世代交流、伝承

　　　※老人クラブは、昭和38年8月に施行された「老人福祉法」
　　　　において、老人福祉を増進するための事業を行うものと
　　　　位置づけられています。
　　　※小地域ごとの老人クラブ（単位クラブ）を核に連合会を組織しています。

全国の単位クラブ
105,532 クラブ／ 6,061,681 人

市区町村老連

全国老人クラブ連合会

都道府県・指定都市
63老連

福井県
1,089 クラブ
58,634 人

活動教材
の紹介

「いきいきチェック」で
　　　　　　のばそう！健康寿命

◆いきいきとした毎日を応援する教材としてお使いください。
◆閉じこもりがちな高齢者、高齢で活動の参加が少なくなっている仲間、外出機会の少ない方、
　友愛訪問の対象者やサロンの参加者、クラブ活動や行事への参加が少ない方にお薦め下さい。

※お問い合わせは
　県老連事務局 TEL：0776-24-4853（注文方法は、最寄の市町老連事務局まで）
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A4 サイズ＠200（税込・送料別）

◎いきいきダイアリー

◎いきいきダイアリーの使い方
　　ダイアリーには、「12か月分のチェックシート」と
　　「10項目のポイントや解説付」「年間予定表を書き
　　込むページ」が掲載されています。
　◆今日の生活を振り返り、「できた」項目には〇をつけましょう。
　　〇の数を数えて、1日の合計（いきいき度）を記入しましょう。　
　◆ひと月を振り返り、来月の目標を考えましょう。
　　項目ごとに点数が低い項目がないか点検し、
　　来月は、その項目を意識して過ごしましょう。
　◆一口メモは、気になる項目や健康状態などを
　　メモしておきましょう。

・いきいきとした1日を贈る意欲や気力を引き出すきっかけづくり
　につながる10項目です。
・この項目を使って毎日の暮らしを点検しながら健康
　づくりに取り組めるのが「いきいきダイアリー」です。

いきいきチェック

　～毎日の過ごし方は、心とからだの健康につながっています～　

《トピックス》振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！（Ｐ8～ 9）

老人家庭相談員研修会
～福井県消費生活センターによる
　　　詐欺被害防止の講座～

（発行元 : 全国老人クラブ連合会）

HP : http://fukui-rouren.jp題  字／吉川  壽一  書

2016  Vol.149
福井県老人クラブ連合会発　行

〒910-0026
福井市光陽2丁目3-22（福井県社会福祉センター内）
TEL.0776-24-4853 FAX.0776-24-4580
E-mail : fukuirr@yacht.ocn.ne.jp

一般財団法人

平成28年9月
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Ⅰ
　
基
本
方
針

　
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相
互
の
支
え
合
い
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
年
の
間
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
地
域
団
体
や
住
民
の
参
加

に
よ
る
支
え
合
い
体
制
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
友
愛
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
経
験
を
も

と
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
力
を
活
か
し
た
見
守
り
や
生
活
支
援
の

取
り
組
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
高
齢
者
が
と
も
に
集
い
、
す
べ
て
の
地
域
に
仲
間
の
輪
を

広
げ
る
５
か
年
計
画
の
会
員
増
強
運
動
も
３
年
目
（
中
間
年
度
）
を

迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
、
本
県
に
お
い
て
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
広
め
、
未
来
へ
つ

な
が
る
国
体
を
実
現
す
る
た
め
に
、
県
民
が
一
体
と
な
っ
た
気
運
の

醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担

お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
全
国
統
一
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、

県
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
や
関
係
諸
団
体
の
協
力
・
支
援
を
得
な
が

ら
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
　
推
進
事
項

１
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
展
開

２
　
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る「
地
域
支
援
活
動
」へ
の
参
画

３
　
健
康
長
寿
を
め
ざ
す「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」の
充
実

４
　
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

５
　
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立

６
　
国
体
に
向
け
た
「
宣
言
」
の
実
践
（
平
成
27
年
６
月
16
日
会

　
　
長
会
議
に
お
い
て
採
択
）

Ⅲ
　
事
業
実
施
計
画

Ⅰ
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防
推
進
事
業

　
１
　
高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　
２
　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
３
　
福
井
県
知
事
杯
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
事
業

　
４
　
県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　
５
　
高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　
６
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　
７
　
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
参
加
活
動
事
業
（
趣
味
の
作
品
展
）

　
８
　
ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び
体
力
測
定
の

　
　
推
進

Ⅱ
　
高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域
支
え
合
い
活
動
等
、　

　
　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
推
進
事
業

　
１
　
友
愛
募
金
運
営
事
業

　
２
　
お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　
　
①
　
老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

　
　
②
　
訪
問
活
動

　
３
　
高
齢
者
元
気
活
躍
支
援
事
業

　
４
　
子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

　
５
　
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

　
　
・
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
　
　「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

　
　
　（
小
浜
市
、
鯖
江
市
、
美
浜
町
）

　
　
　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
被
害
防
止
活
動
の
展
開

　
　
　
組
織
内
外
に
お
け
る
広
報
活
動

Ⅲ
　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　
１
　
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
開
催
事
業

　
２
　
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　
３
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　
４
　
全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　
　
①
　
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　
②
　
全
国
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
　
③
　
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー

　
　
④
　
老
人
ク
ラ
ブ
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　
⑤
　
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　（
福
井
県
開
催
）

　
５
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業

Ⅳ
　
会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　
１
　
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　
　
　
年
間
１
ク
ラ
ブ
２
名
純
増
で
１
万
人
の
推
進

　
２
　
会
員
純
増
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰

　
３
　
活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
４
　
ク
ラ
ブ
活
性
化
部
会
提
言
内
容
（
平
成
25
年
　
報
告
書
）

　
　
の
実
践

Ⅴ
　
広
報
活
動
推
進
事
業

　
１
　
機
関
紙
（
年
２
回
）

　
２
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

Ⅵ
　
全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　
１
　
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
友
愛
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

　
　
地
域
で
生
か
す

　
　
　
市
町
の
協
議
体
（
協
働
の
場
）
に
積
極
的
に
参
画
す
る

　
２
　
全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の
推
進

　
３
　「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　
４
　
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　
５
　
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
促
進

　
６
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

Ⅶ 

法
人
運
営

　
１
　
役
員
会
等
の
開
催

　
２
　
関
係
機
関
と
の
連
携

　
３
　
予
算
及
び
事
業
執
行
方
針

平
成
28
年
度
事
業
計
画

収
入
の
部

科　　　　目
基本財産・特定資産運用益

分 担 金 収 入

受 取 補 助 金

受 取 負 担 金
受 取 寄 付 金
委  　託  　金
雑  　収  　益

収　入　合　計

213,000
7,497,000

18,542,000

4,084,000
10,110,000

1,600,000
694,000

42,740,000

国庫クラブ＠7000　その他クラブ＠1000
　1. 福井県老連事業補助金　　　　　　　 2. 活動推進員助成
　3. お年寄りふれあい訪問事業　　　　　 4. 高齢者元気活躍支援事業
　5. 地域交流ウォーキング事業　　　　　 6. スポーツ振興事業
　7. 健康・生きがい講座事業
参加者負担金（研修会参加等の参加者負担分）
友愛募金
県社協・県健康管理協会等委託金
預金利息等

当初予算額 附　　　　　記

平成28年度　収支（損益）当初予算

支
出
の
部

科　　　　目

月 日・曜日 県老連関係 日・曜日 全老連・他団体

事  　業  　費

管  　理  　費
支　出　合　計

9,011,000

13,688,000

7,939,000

874,000
13,961,000

3,653,000
49,126,000

収支 ( 損益）差額 △ 6,386,000

1. 高齢者健康づくり及び介護予防推進事業
　生きがい健康講座事業　　　　　　スポーツ振興事業
　県グランドゴルフ大会事業　　　　地域交流ウォーキング事業
　県公式ワナゲ交流大会　　　　　　長寿祭参加活動事業
　健康づくり推進員派遣事業
2. 高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全安心推進事業
　お年寄りふれあい訪問事業　　　　高齢者元気活躍支援事業
　高齢消費者被害防止キャンペーン事業

　友愛募金運営事業　
　市町老連活動費、在宅療養高齢者見舞品

　　　　　　　　　　　クラブ活動助成費、災害見舞金、友愛運営経費
3. 老人クラブ育成指導推進事業
　指導者研修会事業　　　　　　　　女性リーダーセミナー開催事業
　県老人クラブ大会事業　　　　　　東海北陸ブロックリーダー研修会
　全国老人クラブ大会参加事業　　　

　全老連等研修会参加事業　
　中央セミナー、女性リーダーセミナー

　　　　　　　　　　　　　　友愛セミナー、健康づくり中央セミナー
4. 広報活動推進事業
事業費　共通経費

当初予算額 附　　　　　記

県老連 副会長　藤井　溢美　→　竹中　　弘（敦賀市老連 会長）

　　　 理　事　中谷　　章　→　髙島　善弘（県社協 専務理事）

評議員　竹中　　弘　→　戸田　富三（敦賀市老連 副会長）

評議員　熊谷　庄司　→　船木　麻央（県長寿福祉課長）

女性委員会
監事監査・第 1 回理事会
第 1 回評議員会
表彰選考委員会

老人家庭相談員研修会 ( 嶺南：美浜 )
老人家庭相談員研修会 ( 嶺北：福井 )
女性リーダーセミナー
表彰選考委員会
予算要望
知事杯グラウンドゴルフ大会
友愛募金運営委員会
第 43 回県老人クラブ大会 ( 越前町 )
県公式ワナゲ交流大会
第 2 回理事会 ・市町老連会長会議
市町老連会長会議 ( 予算連絡会議 )

第 3 回理事会
第 2 回評議員会

13（金）
17（火）
31（火）
3（金）

１４（木）
２０（木）
４（木）～５（金）
２（金）
〃
２９（木）
６（木）
１９（水）
１８（金）
１９（木）
２１（火）

１０（金）
１７（金）

５月

６月

７月

８月
９月

１０月

１１月
１月
２月

３月

女性代表者会議

都道府県指定都市老連中央セミナー
東海・北陸ブロックリーダー研修会(福井県)

老人の日「老人週間」15～21日
全国一斉社会奉仕の日
ふくい健康長寿祭2016
第28回女性リーダーセミナー
第29回全国健康福祉祭(長崎県)
全国老人クラブ大会(富山県)

在宅福祉を支える友愛セミナー
老人クラブ健康づくり中央セミナー

17（火）

2（木）～3（金）
３０（木）～７/１（金）

１５（木）
２０（火）
２４（土）
５（水）～６（木）
１５（土）～１８（火）
９（水）～１０（木）

１５（水）～１６（木）
２２（水）～２４（金）

役員変更のお知らせ　（平成 28 年 6 月 3 日就任）

平成28年度　年間行事予定
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福井県老連 第149号
平成28年9月

Ⅰ
　
基
本
方
針

　
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相
互
の
支
え
合
い
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
年
の
間
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
地
域
団
体
や
住
民
の
参
加

に
よ
る
支
え
合
い
体
制
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
友
愛
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
経
験
を
も

と
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
力
を
活
か
し
た
見
守
り
や
生
活
支
援
の

取
り
組
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
高
齢
者
が
と
も
に
集
い
、
す
べ
て
の
地
域
に
仲
間
の
輪
を

広
げ
る
５
か
年
計
画
の
会
員
増
強
運
動
も
３
年
目
（
中
間
年
度
）
を

迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
、
本
県
に
お
い
て
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
広
め
、
未
来
へ
つ

な
が
る
国
体
を
実
現
す
る
た
め
に
、
県
民
が
一
体
と
な
っ
た
気
運
の

醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担

お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
全
国
統
一
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、

県
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
や
関
係
諸
団
体
の
協
力
・
支
援
を
得
な
が

ら
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
　
推
進
事
項

１
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
展
開

２
　
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る「
地
域
支
援
活
動
」へ
の
参
画

３
　
健
康
長
寿
を
め
ざ
す「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」の
充
実

４
　
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

５
　
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立

６
　
国
体
に
向
け
た
「
宣
言
」
の
実
践
（
平
成
27
年
６
月
16
日
会

　
　
長
会
議
に
お
い
て
採
択
）

Ⅲ
　
事
業
実
施
計
画

Ⅰ
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防
推
進
事
業

　
１
　
高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　
２
　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
３
　
福
井
県
知
事
杯
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
事
業

　
４
　
県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　
５
　
高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　
６
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　
７
　
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
参
加
活
動
事
業
（
趣
味
の
作
品
展
）

　
８
　
ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び
体
力
測
定
の

　
　
推
進

Ⅱ
　
高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域
支
え
合
い
活
動
等
、　

　
　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
推
進
事
業

　
１
　
友
愛
募
金
運
営
事
業

　
２
　
お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　
　
①
　
老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

　
　
②
　
訪
問
活
動

　
３
　
高
齢
者
元
気
活
躍
支
援
事
業

　
４
　
子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

　
５
　
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

　
　
・
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
　
　「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

　
　
　（
小
浜
市
、
鯖
江
市
、
美
浜
町
）

　
　
　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
被
害
防
止
活
動
の
展
開

　
　
　
組
織
内
外
に
お
け
る
広
報
活
動

Ⅲ
　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　
１
　
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
開
催
事
業

　
２
　
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　
３
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　
４
　
全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　
　
①
　
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　
②
　
全
国
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
　
③
　
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー

　
　
④
　
老
人
ク
ラ
ブ
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　
⑤
　
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　（
福
井
県
開
催
）

　
５
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業

Ⅳ
　
会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　
１
　
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　
　
　
年
間
１
ク
ラ
ブ
２
名
純
増
で
１
万
人
の
推
進

　
２
　
会
員
純
増
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰

　
３
　
活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
４
　
ク
ラ
ブ
活
性
化
部
会
提
言
内
容
（
平
成
25
年
　
報
告
書
）

　
　
の
実
践

Ⅴ
　
広
報
活
動
推
進
事
業

　
１
　
機
関
紙
（
年
２
回
）

　
２
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

Ⅵ
　
全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　
１
　
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
友
愛
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

　
　
地
域
で
生
か
す

　
　
　
市
町
の
協
議
体
（
協
働
の
場
）
に
積
極
的
に
参
画
す
る

　
２
　
全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の
推
進

　
３
　「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　
４
　
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　
５
　
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
促
進

　
６
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

Ⅶ 

法
人
運
営

　
１
　
役
員
会
等
の
開
催

　
２
　
関
係
機
関
と
の
連
携

　
３
　
予
算
及
び
事
業
執
行
方
針

平
成
28
年
度
事
業
計
画

収
入
の
部

科　　　　目
基本財産・特定資産運用益

分 担 金 収 入

受 取 補 助 金

受 取 負 担 金
受 取 寄 付 金
委  　託  　金
雑  　収  　益

収　入　合　計

213,000
7,497,000

18,542,000

4,084,000
10,110,000

1,600,000
694,000

42,740,000

国庫クラブ＠7000　その他クラブ＠1000
　1. 福井県老連事業補助金　　　　　　　 2. 活動推進員助成
　3. お年寄りふれあい訪問事業　　　　　 4. 高齢者元気活躍支援事業
　5. 地域交流ウォーキング事業　　　　　 6. スポーツ振興事業
　7. 健康・生きがい講座事業
参加者負担金（研修会参加等の参加者負担分）
友愛募金
県社協・県健康管理協会等委託金
預金利息等

当初予算額 附　　　　　記

平成28年度　収支（損益）当初予算

支
出
の
部

科　　　　目

月 日・曜日 県老連関係 日・曜日 全老連・他団体

事  　業  　費

管  　理  　費
支　出　合　計

9,011,000

13,688,000

7,939,000

874,000
13,961,000

3,653,000
49,126,000

収支 ( 損益）差額 △ 6,386,000

1. 高齢者健康づくり及び介護予防推進事業
　生きがい健康講座事業　　　　　　スポーツ振興事業
　県グランドゴルフ大会事業　　　　地域交流ウォーキング事業
　県公式ワナゲ交流大会　　　　　　長寿祭参加活動事業
　健康づくり推進員派遣事業
2. 高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全安心推進事業
　お年寄りふれあい訪問事業　　　　高齢者元気活躍支援事業
　高齢消費者被害防止キャンペーン事業

　友愛募金運営事業　
　市町老連活動費、在宅療養高齢者見舞品

　　　　　　　　　　　クラブ活動助成費、災害見舞金、友愛運営経費
3. 老人クラブ育成指導推進事業
　指導者研修会事業　　　　　　　　女性リーダーセミナー開催事業
　県老人クラブ大会事業　　　　　　東海北陸ブロックリーダー研修会
　全国老人クラブ大会参加事業　　　

　全老連等研修会参加事業　
　中央セミナー、女性リーダーセミナー

　　　　　　　　　　　　　　友愛セミナー、健康づくり中央セミナー
4. 広報活動推進事業
事業費　共通経費

当初予算額 附　　　　　記

県老連 副会長　藤井　溢美　→　竹中　　弘（敦賀市老連 会長）

　　　 理　事　中谷　　章　→　髙島　善弘（県社協 専務理事）

評議員　竹中　　弘　→　戸田　富三（敦賀市老連 副会長）

評議員　熊谷　庄司　→　船木　麻央（県長寿福祉課長）

女性委員会
監事監査・第 1 回理事会
第 1 回評議員会
表彰選考委員会

老人家庭相談員研修会 ( 嶺南：美浜 )
老人家庭相談員研修会 ( 嶺北：福井 )
女性リーダーセミナー
表彰選考委員会
予算要望
知事杯グラウンドゴルフ大会
友愛募金運営委員会
第 43 回県老人クラブ大会 ( 越前町 )
県公式ワナゲ交流大会
第 2 回理事会 ・市町老連会長会議
市町老連会長会議 ( 予算連絡会議 )

第 3 回理事会
第 2 回評議員会

13（金）
17（火）
31（火）
3（金）

１４（木）
２０（木）
４（木）～５（金）
２（金）
〃
２９（木）
６（木）
１９（水）
１８（金）
１９（木）
２１（火）

１０（金）
１７（金）

５月

６月

７月

８月
９月

１０月

１１月
１月
２月

３月

女性代表者会議

都道府県指定都市老連中央セミナー
東海・北陸ブロックリーダー研修会(福井県)

老人の日「老人週間」15～21日
全国一斉社会奉仕の日
ふくい健康長寿祭2016
第28回女性リーダーセミナー
第29回全国健康福祉祭(長崎県)
全国老人クラブ大会(富山県)

在宅福祉を支える友愛セミナー
老人クラブ健康づくり中央セミナー

17（火）

2（木）～3（金）
３０（木）～７/１（金）

１５（木）
２０（火）
２４（土）
５（水）～６（木）
１５（土）～１８（火）
９（水）～１０（木）

１５（水）～１６（木）
２２（水）～２４（金）

役員変更のお知らせ　（平成 28 年 6 月 3 日就任）

平成28年度　年間行事予定
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福井県老連 第149号
平成28年9月

高齢者の交通事故死者状態別割合
　　　　　　　　　　　　（平成24年警視庁）

高齢歩行者の昼夜別死亡事故比較
　　　　　　　　　　　　（平成24年警視庁）

歩行中

自動車乗車中

自転車乗車中

原付・自動二輪車乗車中

夜

昼

　老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、日頃より非会員への声掛けや勧誘活動等に積極
的に取り組んでいただき厚くお礼申し上げます。
　平成27年度（２年次）の取り組み結果は、会員数は前年度比2,195人減、クラブ数は24クラブ
減となりました。会員数、クラブ数とも平成26年度（１年次）より減少幅が拡大しています。
　こうした状況にあって、高浜町老連では加入年齢の見直しや積極的な勧誘活動に取り組んだ
結果６人増の成果をあげています。
　単位クラブでは、鯖江市新横江高年会が入会案内チラシの作成配布と戸別訪問により２年続
けて10人以上（２年間で29人）の増となり、その他61クラブが５名以上の増となっています。
また、坂井市老連や永平寺町老連では未設置地域に新規クラブが設立、福井市老連では休会ク
ラブが復活するなど、自治会や地域の若手と連携して成果をあげています。
　会員増強運動も３年目（中間年）に入っています。運動推進のＰＲや会員一人ひとりが担い手
となった勧誘活動に積極的に取り組んでいただくようお願いいたします。

　４月14日、16日に発生した熊本地震は、熊本県内各地に大きな被害をもたらしました。この地
震により亡くなられた方、また被災された方々に対しお悔やみとお見舞いを申し上げますととも
に、一日も早い復興をお祈りいたします。　
　全国の老人クラブでは、今回の事態に対し救援拠金の取り組みを行うことになり、市町老連を
通じて会員の皆様に協力をお願いいたしましたところ、多くの救援拠金をお寄せいただきありが
とうございました。お寄せいただいた救援拠金は８月１日に熊本県老連にお送りいたしました。
　救援拠金が、熊本県内の老人クラブおよび被災高齢者の方々の救援・支援の一助になれば幸い
です。

※福井市老連分の救援拠金については、「福井市と熊本市は姉妹都市関係にあること」「平成
　16年７月18日の福井豪雨災害に対して、熊本市老連から福井市老連に見舞金が送られている
　こと」から、福井市老連から熊本市老連に直接送金いたしました。

　交通事故による死者数は年々減少傾向である一方、65歳以上の高齢者を占める割合が年々高く
なっています。事故の被害者だけなく、加害者になるケースも増えています。

福井県老人クラブ「１万人会員増強運動」の推進

《どうしたら防げるの？高齢者の交通事故》

「熊本地震災害」救援拠金へのご協力ありがとうございました

～年間１クラブ２名純増で１万人～

198

100

70

69

46

89

61

125

91

30

9

23

49

31

38

22

71

1,122

198

100

71

69

44

86

60

122

88

30

9

23

49

32

38

22

72

1,113

191

96

69

69

42

81

59

121

87

31

9

23

49

30

38

22

72

1,089

-7

-4

-2

0

-2

-5

-1

-1

-1

+1

0

0

0

-2

0

0

0

-24

10,158

5,219

3,676

3,627

2,098

4,354

3,566

7,355

5,373

1,923

616

1,909

3,734

2,095

2,500

1,392

3,051

62,646

9,870

5,153

3,516

3,585

1,986

4,111

3,456

7,133

5,068

1,851

584

1,881

3,606

2,084

2,482

1,380

3,083

60,829

9,334

4,876

3,460

3,459

1,807

3,853

3,368

6,880

4,929

1,839

544

1,824

3,601

1,943

2,488

1,352

3,077

58,634

-536

-277

-56

-126

-179

-258

-88

-253

-139

-12

-40

-57

-5

-141

+6

-28

-6

-2,195

+404

+200

+140

+138

+94

+184

+122

+250

+182

+60

+20

+46

+98

+64

+76

+44

+142

+2,264

福井市

敦賀市

小浜市

大野市

勝山市

鯖江市

あわら市

越前市

坂井市

永平寺町

池田町

南越前町

越前町

美浜町

高浜町

おおい町

若狭町

計

市町名
ク　ラ　ブ　数

26
年度

27
年度

28
年度

28-27
年度

26
年度

27
年度

28
年度

28-27
年度

会員増強
年間目標数

会　　　員　　　数　　（人）

①単位クラブはあと1人の加入増を
②休会・解散クラブの防止
③未結成地域に新規クラブを

今後の取り組みの重点

平成27年度（2年次）会員増強運動結果（クラブ数・会員数調べ）

福　井　市
敦　賀　市
小　浜　市
大　野　市
勝　山　市
鯖　江　市
あ わ ら 市
越　前　市
坂　井　市

８００，０００
１８６，０００
８２，７３８

２９５，２５７
２７５，３３４
３８０，０００
１５０，８６０

１，１７５，３０８
２９２，３１０

永 平 寺 町
池　田　町
南 越 前 町
越　前　町
美　浜　町
高　浜　町
お お い 町
若　狭　町
合　　計

（７月３１日現在）

市町名 市町名救援拠金額 救援拠金額
２０４，２６１
２１０，０００
３４２，４８０
４４，８８７
４２６，３１４
４０４，０８１

１，３４８
９，５６８

５，２８０，７４６

※転載・引用：政府広報オンラインより

◎道路を歩くときの注意点は？
　◆交通ルールを厳守
　　　①信号無視はしない
　　　②横断禁止の標識がある場所では横断しない
　　　③道路を渡る時は、横断歩道や歩道橋を利用など

◎夜間歩行時の事故を防ぐには？
　◆高齢歩行者の存在を積極的にドライバーに知らせることが有効
　　　①明るい色の服装を着用（白や黄色）
　　　②「反射材」を身に付ける
　※急に暗くなる夕暮れ時や日没前後の2時間に多発

◎高齢ドライバーが安心して運転するには？
　◆早めのライト点灯や安全な速度での運転を心がけましょう！

危険行為

※

歩
行
中
の
事
故
・
・
・
高
齢
者
自
身
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
が
原
因

　
・
斜
め
横
断
や
横
断
歩
道
以
外
の
場
所
の
横
断

　
・
走
行
車
両
の
直
前
・
直
後
の
横
断

　
・
横
断
歩
道
で
の
信
号
無
視

※

事
故
発
生
場
所
は
、自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
身
近
な
場
所
が
多
い

※

「
慣
れ
て
い
る
道
だ
か
ら
」「
今
ま
で
危
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
」
な
ど
油
断
禁
物

※

運
転
中
で
の
事
故
・
・
・
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や

　
「
安
全
不
確
認
（
前
方
・
後
方
・
左
右
）
」

　
・
高
速
道
路
の
逆
走
は
、
７
割
が
高
齢
者
・
・
・
重
大
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
！

　
・
「
慣
れ
」
「
止
ま
れ
る
と
思
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
停
車
で
き
な
い
」

　
　
「
一
つ
の
事
象
に
と
ら
わ
れ
、
ほ
か
の
情
報
を
見
逃
す
」
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福井県老連 第149号
平成28年9月

高齢者の交通事故死者状態別割合
　　　　　　　　　　　　（平成24年警視庁）

高齢歩行者の昼夜別死亡事故比較
　　　　　　　　　　　　（平成24年警視庁）

歩行中

自動車乗車中

自転車乗車中

原付・自動二輪車乗車中

夜

昼

　老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、日頃より非会員への声掛けや勧誘活動等に積極
的に取り組んでいただき厚くお礼申し上げます。
　平成27年度（２年次）の取り組み結果は、会員数は前年度比2,195人減、クラブ数は24クラブ
減となりました。会員数、クラブ数とも平成26年度（１年次）より減少幅が拡大しています。
　こうした状況にあって、高浜町老連では加入年齢の見直しや積極的な勧誘活動に取り組んだ
結果６人増の成果をあげています。
　単位クラブでは、鯖江市新横江高年会が入会案内チラシの作成配布と戸別訪問により２年続
けて10人以上（２年間で29人）の増となり、その他61クラブが５名以上の増となっています。
また、坂井市老連や永平寺町老連では未設置地域に新規クラブが設立、福井市老連では休会ク
ラブが復活するなど、自治会や地域の若手と連携して成果をあげています。
　会員増強運動も３年目（中間年）に入っています。運動推進のＰＲや会員一人ひとりが担い手
となった勧誘活動に積極的に取り組んでいただくようお願いいたします。

　４月14日、16日に発生した熊本地震は、熊本県内各地に大きな被害をもたらしました。この地
震により亡くなられた方、また被災された方々に対しお悔やみとお見舞いを申し上げますととも
に、一日も早い復興をお祈りいたします。　
　全国の老人クラブでは、今回の事態に対し救援拠金の取り組みを行うことになり、市町老連を
通じて会員の皆様に協力をお願いいたしましたところ、多くの救援拠金をお寄せいただきありが
とうございました。お寄せいただいた救援拠金は８月１日に熊本県老連にお送りいたしました。
　救援拠金が、熊本県内の老人クラブおよび被災高齢者の方々の救援・支援の一助になれば幸い
です。

※福井市老連分の救援拠金については、「福井市と熊本市は姉妹都市関係にあること」「平成
　16年７月18日の福井豪雨災害に対して、熊本市老連から福井市老連に見舞金が送られている
　こと」から、福井市老連から熊本市老連に直接送金いたしました。

　交通事故による死者数は年々減少傾向である一方、65歳以上の高齢者を占める割合が年々高く
なっています。事故の被害者だけなく、加害者になるケースも増えています。

福井県老人クラブ「１万人会員増強運動」の推進

《どうしたら防げるの？高齢者の交通事故》

「熊本地震災害」救援拠金へのご協力ありがとうございました

～年間１クラブ２名純増で１万人～

198

100

70

69

46

89

61

125

91

30

9

23

49

31

38

22

71

1,122

198

100

71

69

44

86

60

122

88

30

9

23

49

32

38

22

72

1,113

191

96

69

69

42

81

59

121

87

31

9

23

49

30

38

22

72

1,089

-7

-4

-2

0

-2

-5

-1

-1

-1

+1

0

0

0

-2

0

0

0

-24

10,158

5,219

3,676

3,627

2,098
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1,392

3,051

62,646
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3,083
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9,334
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1,807

3,853
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4,929

1,839

544
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3,601

1,943

2,488

1,352

3,077

58,634

-536

-277

-56

-126

-179

-258

-88

-253

-139

-12

-40

-57

-5

-141

+6

-28

-6

-2,195

+404

+200

+140

+138

+94

+184

+122

+250

+182

+60

+20

+46

+98

+64

+76

+44

+142

+2,264

福井市

敦賀市

小浜市

大野市

勝山市

鯖江市

あわら市

越前市

坂井市

永平寺町

池田町

南越前町

越前町

美浜町

高浜町

おおい町

若狭町

計

市町名
ク　ラ　ブ　数

26
年度

27
年度

28
年度

28-27
年度

26
年度

27
年度

28
年度

28-27
年度

会員増強
年間目標数

会　　　員　　　数　　（人）

①単位クラブはあと1人の加入増を
②休会・解散クラブの防止
③未結成地域に新規クラブを

今後の取り組みの重点

平成27年度（2年次）会員増強運動結果（クラブ数・会員数調べ）

福　井　市
敦　賀　市
小　浜　市
大　野　市
勝　山　市
鯖　江　市
あ わ ら 市
越　前　市
坂　井　市

８００，０００
１８６，０００
８２，７３８
２９５，２５７
２７５，３３４
３８０，０００
１５０，８６０

１，１７５，３０８
２９２，３１０

永 平 寺 町
池　田　町
南 越 前 町
越　前　町
美　浜　町
高　浜　町
お お い 町
若　狭　町
合　　計

（７月３１日現在）

市町名 市町名救援拠金額 救援拠金額
２０４，２６１
２１０，０００
３４２，４８０
４４，８８７

４２６，３１４
４０４，０８１

１，３４８
９，５６８

５，２８０，７４６

※転載・引用：政府広報オンラインより

◎道路を歩くときの注意点は？
　◆交通ルールを厳守
　　　①信号無視はしない
　　　②横断禁止の標識がある場所では横断しない
　　　③道路を渡る時は、横断歩道や歩道橋を利用など

◎夜間歩行時の事故を防ぐには？
　◆高齢歩行者の存在を積極的にドライバーに知らせることが有効
　　　①明るい色の服装を着用（白や黄色）
　　　②「反射材」を身に付ける
　※急に暗くなる夕暮れ時や日没前後の2時間に多発

◎高齢ドライバーが安心して運転するには？
　◆早めのライト点灯や安全な速度での運転を心がけましょう！

危険行為

※

歩
行
中
の
事
故
・
・
・
高
齢
者
自
身
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
が
原
因

　
・
斜
め
横
断
や
横
断
歩
道
以
外
の
場
所
の
横
断

　
・
走
行
車
両
の
直
前
・
直
後
の
横
断

　
・
横
断
歩
道
で
の
信
号
無
視

※

事
故
発
生
場
所
は
、自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
身
近
な
場
所
が
多
い

※

「
慣
れ
て
い
る
道
だ
か
ら
」「
今
ま
で
危
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
」
な
ど
油
断
禁
物

※

運
転
中
で
の
事
故
・
・
・
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や

　
「
安
全
不
確
認
（
前
方
・
後
方
・
左
右
）
」

　
・
高
速
道
路
の
逆
走
は
、
７
割
が
高
齢
者
・
・
・
重
大
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
！

　
・
「
慣
れ
」
「
止
ま
れ
る
と
思
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
停
車
で
き
な
い
」

　
　
「
一
つ
の
事
象
に
と
ら
わ
れ
、
ほ
か
の
情
報
を
見
逃
す
」
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福井県老連 第149号
平成28年9月

地域包括ケアシステムで、

　　 住みやすいまちづくりを

 

地
域
で
課
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と

★
身
近
な
相
談
者
、
生
活
変
化
に
気
づ
け
る
関
係
、
日
常
的

な
つ
な
が
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
支
え
合
い
で
解
決
す
る
こ
と

も
あ
る
。

①
徘
徊
や
行
方
不
明
　

②
消
費
者
被
害
　

③
災
害
時
の
対
応

④
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
（
雪
か
き
・
電
球
の
取
り
換
え
・
ゴ

　
ミ
出
し
・
話
し
相
手
等
）

　※

電
球
の
取
り
換
え
や
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど
で
き
な
い
方
も
い
る

 

老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割

　
異
変
が
あ
っ
た
ら
、
専
門
機
関
（
行
政
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
等
）
に
情
報
を
つ
な
ぐ

 

友
愛
活
動
の
実
践
ポ
イ
ン
ト

１
．
対
等
の
友
人
と
し
て
支
え
合
お
う

　
　
（
ま
ず
は
、
笑
顔
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
）

２
．
対
応
は
無
理
せ
ず
柔
軟
に

　
　
（
活
動
の
基
本
は
、
「
話
し
相
手
」
・
話
を
聴
く
こ
と
を
優
先
）

３
．
五
感
を
使
っ
て
見
守
ろ
う

　
　
（
見
た
目
・
顔
色
・
声
の
強
弱
・
歩
き
方
・
に
お
い
や
ゴ
ミ
の
始

　
　
　
末
等
↓
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
の
裏
に
病
気
や
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ

　
　
　
て
い
る
場
合
も
あ
る
）

４
．
情
報
を
届
け
よ
う 

　
　
（
仲
間
や
町
の
変
化
・
詐
欺
情
報
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
介
護

　
　
　
保
険
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
届
け
る
）

５
．
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
ろ
う 

　
　
（
自
分
が
知
り
え
た
情
報
は
、自
分
の
家
族
や
他
人
に
言
わ
な
い
）

６
．
家
族
へ
の
理
解
と
信
頼
関
係
を
大
切
に 

　
　
（
訪
問
先
に
活
動
の
趣
旨
を
伝
え
る
）

７
．
記
録
を
つ
け
よ
う 

　
　
（
気
づ
い
た
こ
と
を
簡
単
に
記
入
し
、
変
化
が
あ
っ
た
ら
専
門
機

　
　
　
関
に
伝
え
る
。
後
任
者
へ
の
引
継
ぎ
資
料
と
し
て
、
訪
問
が
途

　
　
　
絶
え
な
い
よ
う
に
す
る
）

　
７
月
に
県
下
２
ブ
ロ
ッ
ク
（
嶺
南
・
嶺
北
）
で
老
人
家
庭
相

談
員
と
市
町
老
連
の
女
性
部
長
１
０
９
６
名
を
対
象
に
開
催
。

今
年
は
、任
期
２
年
目
の
年
で
、１
年
間
の
活
動
を
踏
ま
え
、老

人
家
庭
相
談
員
の
役
割
を
再
確
認
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
情
報
提
供
「
い
ま
、
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
」

福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
最
新
情
報
を
ク
イ
ズ
や
寸
劇
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

も
ら
い
、
相
談
員
が
訪
問
先
や
地
域
で
詐
欺
被
害
者
を
発
見

し
た
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
（
接
し
方
・
相
談
窓
口
・
連
絡

先
）
し
た
ら
よ
い
か
学
び
ま
し
た
。

◎
講
演
「
〜
地
域
を
つ
な
ぐ
〜
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割
」

　
講
師
：
Ｊ
Ａ
福
井
県
厚
生
連 

高
齢
福
祉
部 
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
主
任 

介
護
支
援
専
門
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
士
　
門
内
公
子
氏

　
講
演
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
実
態
を
事
例
や
体
験
談
を
挙

げ
な
が
ら
、
老
人
家
庭
相
談
員
は
専
門
機
関
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
行
政
・
民
生
委
員

な
ど
）
に
情
報
を
つ
な
ぐ
重
要
な

存
在
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
①
高
齢
者
の
取
り
巻
く
現
状

　
　
　（
家
族
形
態
の
変
化
や
介
護

　
　
　
問
題
な
ど
）

　
　
②
地
域
で
課
題
に
な
っ
て
く

　
　
　
る
こ
と

　
　
③
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割

・「
見
守
る
側
か
ら
支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
た
時
」に
、「
助

　
け
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
」
が
必
要

・
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

　
と
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
や
支
え
合
い
の
活

　
動
を
す
る
こ
と
で
個
人
を
支
え
、
家
族
を
支
え
、
地
域
を

　
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

８
．
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
し
よ
う 

　
　
（
何
か
に
気
づ
い
た
ら
、
行
政
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
消

　
　
　
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
）

９
．
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
ろ
う 

　
　
（
自
分
の
地
域
の
関
係
機
関
や
担
当
者
を
知
り
ま
し
ょ
う
）

10
．
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
よ
う 

　
　
（
不
測
の
事
態
に
備
え
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
病
院
の
電
話
番
号

　
　
　
や
家
族
の
連
絡
先
・
生
年
月
日
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
）

【
開
催
日
と
会
場
・
対
象
者
数
】

嶺
南
（
美
浜
町
　
な
び
あ
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
14
日
（
木
）
：
３
２
７
名

嶺
北
（
福
井
市
　
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
20
日
（
水
）
：
７
６
９
名

◆
地
域
に
暮
ら
す
人
、
専
門
・
関
係
機
関
も
み
ん
な
が
大
切

　
に
し
た
い
こ
と

　
①
「
監
視
」
で
は
な
く
「
関
心
」

　
②
「
排
除
」
で
は
な
く
「
配
慮
」

　
③
「
分
担
」
で
は
な
く
「
重
担
」

・
お
互
い
に
で
き
る
事
や
困
り
事

　
を
言
え
る
関
係
（
近
所
で
き
る

　
こ
と
）

・
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、弱
音
を

　
吐
き
出
せ
る
環
境
づ
く
り

・
自
分
の
力
だ
け
で
は
難
し
い
こ

　
と
も
周
囲
の
人
の
支
え
で
で
き

　
る
事
も
あ
る

・
困
り
事
を
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
ろ
い
ろ
な
力
を
結
集
し

　
て
助
け
合
う
（
知
恵
や
工
夫
で
）

　分
散
会

テ
ー
マ
①
「
地
域
支
え
合
い
に
つ
い
て
」

（
老
人
ク
ラ
ブ
が
で
き
る
こ
と
・
課
題
・
連
携
し
て
活
動
を

　
行
う
利
点
）

・
老
人
家
庭
相
談
員
と
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と

　
の
連
携
や
情
報
交
換
が
必
要
で
あ
る
。

・
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
民
生
委
員
や
福
祉
推
進
委
員
と

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
話
し
合
い
な
が
ら
、
活
動
に
つ
な
げ
て
い

　
く
こ
と
が
必
要

・
サ
ー
ク
ル
活
動
で
安
否
確
認
を
行
う

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
見
守
り
活
動
だ
け
で
は
負
担
も
大
き
く
、

　
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
事
例
発
表
の
よ
う
に

　
市
町
行
政
や
社
協
中
心
と
な
っ
た
活
動
が
必
要

テ
ー
マ
②
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
」

（
女
性
委
員
会
の
活
動
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
）

・
健
康
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
女
性
会
員
の
体
力
測
定
や
健

　
康
相
談
会
を
実
施
。

・
女
性
部
会
の
活
動
は
、
必
ず
理
事
会
に
報
告
す
る
。

・
男
性
会
員
に
も
協
力
を
求
め
、
女
性
の
活
動
が
十
分
で
き

　
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

・
歩
い
て
い
け
る
範
囲
で
活
動
で
き
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
重
要
性

・
事
業
に
参
加
さ
れ
た
人
達
が
楽
し
か
っ
た
と
実
践
で
き
る

　
企
画
・
仲
間
づ
く
り
が
大
切
。

・
老
人
家
庭
相
談
員
、
民
生
委
員
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

　
立
っ
て
情
報
交
換
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　「
地
域
支
え
合
い
に
つ
な
が
る
活
動

　
　
　〜『
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
』へ
の
参
加
〜
」

　
　
発
表
者
：
鯖
江
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
藤
本
澄
子
氏

　
鯖
江
市
・
市
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

一
人
暮
し
・
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、
町

内
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
民
生
委
員

が
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決

を
し
た
事
例
や
体
験
談
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
て
、
何
も
起
き
な

い
町
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ご
近
所
の
つ
な

が
り
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い

る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〇
あ
る
町
内
の
取
り
組
み

　
区
長
を
中
心
に
現
在
10
名
の
見
守
り
対
象
者
に
対
し
、

支
え
合
う
方
３
名
（
町
内
の
班
長
と
住
民
）
が
安
否
確
認

の
見
守
り
や
ゴ
ミ
出
し
の
手
伝
い
等
を
行
っ
て
い
る
。

※

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
住
民
が
ペ
ア
で
見
守
り
、

　
老
人
家
庭
相
談
員
と
民
生
委
員
が
訪
問

　・
高
齢
者
世
帯
に
洗
濯
物
が
同
じ
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
干
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
に
見
守
り
隊
が
気
づ
き
、
訪
問
す
る
と

　
認
知
症
を
患
っ
て
い
た
。

・
一
人
暮
し
の
方
と
３
週
間
連
絡
が
と
れ
ず
、
異
変
に
気

　
づ
い
た
弁
当
配
達
の
担
当
者
よ
り
通
報
が
あ
り
、
駆
け

　
付
け
る
と
餓
死
寸
前
で
発
見
さ
れ
た
。

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

　
８
月
４
日
〜
５
日
に
灰
屋
（
あ
わ
ら
市
）
に
お
い
て
、
市
町

老
連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
33
名
が
参
加
し
、
「
地
域
支
え
合
い
の

中
で
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
基
調
講
演
、
事
例
発
表
、
分
散
会
を
行
い
、
各

市
町
老
連
で
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
な
ど

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
や
改
善
策
な
ど
を
代
表
者
が
発
表
し
、
２

日
間
の
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

　基
調
講
演

　「
住
民
主
体
の
生
活
支
援
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　〜
お
互
い
様
で
地
域
が
元
気
に
〜
」

　
　
講
師
：
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
課
　
課
長
　
杉
本
吉
弘
氏

　　
地
域
支
え
合
い
の
課
題
に
つ

い
て
、
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
、
で
き
る
こ
と

が
限
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
「
目

配
り
や
気
配
り
が
で
き
る
近
所

の
つ
な
が
り
」
が
地
域
で
暮
ら

す
要
介
護
者
へ
の
一
番
の
支
え

に
な
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
助
け
る
側
」
が

「
助
け
ら
れ
る
側
」
に
も
な
る

お
互
い
様
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

「
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム
」
を

行
い
、
自
分
が
で
き
な
い
事
が

記
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
選
び
、
そ
れ
を
で
き
る
人
に
お
願

い
を
し
て
く
こ
と
で
、
お
互
い
に
困
り
ご
と
を
言
え
る
関
係

が
こ
れ
か
ら
必
要
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
に
体
感
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

事
例
発
表
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地域包括ケアシステムで、

　　 住みやすいまちづくりを

 

地
域
で
課
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と

★
身
近
な
相
談
者
、
生
活
変
化
に
気
づ
け
る
関
係
、
日
常
的

な
つ
な
が
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
支
え
合
い
で
解
決
す
る
こ
と

も
あ
る
。

①
徘
徊
や
行
方
不
明
　

②
消
費
者
被
害
　

③
災
害
時
の
対
応

④
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
（
雪
か
き
・
電
球
の
取
り
換
え
・
ゴ

　
ミ
出
し
・
話
し
相
手
等
）

　※

電
球
の
取
り
換
え
や
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど
で
き
な
い
方
も
い
る

 

老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割

　
異
変
が
あ
っ
た
ら
、
専
門
機
関
（
行
政
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
等
）
に
情
報
を
つ
な
ぐ

 

友
愛
活
動
の
実
践
ポ
イ
ン
ト

１
．
対
等
の
友
人
と
し
て
支
え
合
お
う

　
　
（
ま
ず
は
、
笑
顔
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
）

２
．
対
応
は
無
理
せ
ず
柔
軟
に

　
　
（
活
動
の
基
本
は
、
「
話
し
相
手
」
・
話
を
聴
く
こ
と
を
優
先
）

３
．
五
感
を
使
っ
て
見
守
ろ
う

　
　
（
見
た
目
・
顔
色
・
声
の
強
弱
・
歩
き
方
・
に
お
い
や
ゴ
ミ
の
始

　
　
　
末
等
↓
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
の
裏
に
病
気
や
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ

　
　
　
て
い
る
場
合
も
あ
る
）

４
．
情
報
を
届
け
よ
う 

　
　
（
仲
間
や
町
の
変
化
・
詐
欺
情
報
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
介
護

　
　
　
保
険
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
届
け
る
）

５
．
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
ろ
う 

　
　
（
自
分
が
知
り
え
た
情
報
は
、自
分
の
家
族
や
他
人
に
言
わ
な
い
）

６
．
家
族
へ
の
理
解
と
信
頼
関
係
を
大
切
に 

　
　
（
訪
問
先
に
活
動
の
趣
旨
を
伝
え
る
）

７
．
記
録
を
つ
け
よ
う 

　
　
（
気
づ
い
た
こ
と
を
簡
単
に
記
入
し
、
変
化
が
あ
っ
た
ら
専
門
機

　
　
　
関
に
伝
え
る
。
後
任
者
へ
の
引
継
ぎ
資
料
と
し
て
、
訪
問
が
途

　
　
　
絶
え
な
い
よ
う
に
す
る
）

　
７
月
に
県
下
２
ブ
ロ
ッ
ク
（
嶺
南
・
嶺
北
）
で
老
人
家
庭
相

談
員
と
市
町
老
連
の
女
性
部
長
１
０
９
６
名
を
対
象
に
開
催
。

今
年
は
、任
期
２
年
目
の
年
で
、１
年
間
の
活
動
を
踏
ま
え
、老

人
家
庭
相
談
員
の
役
割
を
再
確
認
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
情
報
提
供
「
い
ま
、
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
」

福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
最
新
情
報
を
ク
イ
ズ
や
寸
劇
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

も
ら
い
、
相
談
員
が
訪
問
先
や
地
域
で
詐
欺
被
害
者
を
発
見

し
た
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
（
接
し
方
・
相
談
窓
口
・
連
絡

先
）
し
た
ら
よ
い
か
学
び
ま
し
た
。

◎
講
演
「
〜
地
域
を
つ
な
ぐ
〜
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割
」

　
講
師
：
Ｊ
Ａ
福
井
県
厚
生
連 

高
齢
福
祉
部 

高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
主
任 

介
護
支
援
専
門
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
士
　
門
内
公
子
氏

　
講
演
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
実
態
を
事
例
や
体
験
談
を
挙

げ
な
が
ら
、
老
人
家
庭
相
談
員
は
専
門
機
関
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
行
政
・
民
生
委
員

な
ど
）
に
情
報
を
つ
な
ぐ
重
要
な

存
在
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
①
高
齢
者
の
取
り
巻
く
現
状

　
　
　（
家
族
形
態
の
変
化
や
介
護

　
　
　
問
題
な
ど
）

　
　
②
地
域
で
課
題
に
な
っ
て
く

　
　
　
る
こ
と

　
　
③
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割

・「
見
守
る
側
か
ら
支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
た
時
」に
、「
助

　
け
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
」
が
必
要

・
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

　
と
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
や
支
え
合
い
の
活

　
動
を
す
る
こ
と
で
個
人
を
支
え
、
家
族
を
支
え
、
地
域
を

　
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

８
．
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
し
よ
う 

　
　
（
何
か
に
気
づ
い
た
ら
、
行
政
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
消

　
　
　
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
）

９
．
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
ろ
う 

　
　
（
自
分
の
地
域
の
関
係
機
関
や
担
当
者
を
知
り
ま
し
ょ
う
）

10
．
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
よ
う 

　
　
（
不
測
の
事
態
に
備
え
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
病
院
の
電
話
番
号

　
　
　
や
家
族
の
連
絡
先
・
生
年
月
日
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
）

【
開
催
日
と
会
場
・
対
象
者
数
】

嶺
南
（
美
浜
町
　
な
び
あ
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
14
日
（
木
）
：
３
２
７
名

嶺
北
（
福
井
市
　
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
20
日
（
水
）
：
７
６
９
名

◆
地
域
に
暮
ら
す
人
、
専
門
・
関
係
機
関
も
み
ん
な
が
大
切

　
に
し
た
い
こ
と

　
①
「
監
視
」
で
は
な
く
「
関
心
」

　
②
「
排
除
」
で
は
な
く
「
配
慮
」

　
③
「
分
担
」
で
は
な
く
「
重
担
」

・
お
互
い
に
で
き
る
事
や
困
り
事

　
を
言
え
る
関
係
（
近
所
で
き
る

　
こ
と
）

・
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、弱
音
を

　
吐
き
出
せ
る
環
境
づ
く
り

・
自
分
の
力
だ
け
で
は
難
し
い
こ

　
と
も
周
囲
の
人
の
支
え
で
で
き

　
る
事
も
あ
る

・
困
り
事
を
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
ろ
い
ろ
な
力
を
結
集
し

　
て
助
け
合
う
（
知
恵
や
工
夫
で
）

　分
散
会

テ
ー
マ
①
「
地
域
支
え
合
い
に
つ
い
て
」

（
老
人
ク
ラ
ブ
が
で
き
る
こ
と
・
課
題
・
連
携
し
て
活
動
を

　
行
う
利
点
）

・
老
人
家
庭
相
談
員
と
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と

　
の
連
携
や
情
報
交
換
が
必
要
で
あ
る
。

・
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
民
生
委
員
や
福
祉
推
進
委
員
と

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
話
し
合
い
な
が
ら
、
活
動
に
つ
な
げ
て
い

　
く
こ
と
が
必
要

・
サ
ー
ク
ル
活
動
で
安
否
確
認
を
行
う

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
見
守
り
活
動
だ
け
で
は
負
担
も
大
き
く
、

　
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
事
例
発
表
の
よ
う
に

　
市
町
行
政
や
社
協
中
心
と
な
っ
た
活
動
が
必
要

テ
ー
マ
②
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
」

（
女
性
委
員
会
の
活
動
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
）

・
健
康
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
女
性
会
員
の
体
力
測
定
や
健

　
康
相
談
会
を
実
施
。

・
女
性
部
会
の
活
動
は
、
必
ず
理
事
会
に
報
告
す
る
。

・
男
性
会
員
に
も
協
力
を
求
め
、
女
性
の
活
動
が
十
分
で
き

　
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

・
歩
い
て
い
け
る
範
囲
で
活
動
で
き
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
重
要
性

・
事
業
に
参
加
さ
れ
た
人
達
が
楽
し
か
っ
た
と
実
践
で
き
る

　
企
画
・
仲
間
づ
く
り
が
大
切
。

・
老
人
家
庭
相
談
員
、
民
生
委
員
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

　
立
っ
て
情
報
交
換
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　「
地
域
支
え
合
い
に
つ
な
が
る
活
動

　
　
　〜『
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
』へ
の
参
加
〜
」

　
　
発
表
者
：
鯖
江
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
藤
本
澄
子
氏

　
鯖
江
市
・
市
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

一
人
暮
し
・
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、
町

内
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
民
生
委
員

が
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決

を
し
た
事
例
や
体
験
談
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
て
、
何
も
起
き
な

い
町
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ご
近
所
の
つ
な

が
り
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い

る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〇
あ
る
町
内
の
取
り
組
み

　
区
長
を
中
心
に
現
在
10
名
の
見
守
り
対
象
者
に
対
し
、

支
え
合
う
方
３
名
（
町
内
の
班
長
と
住
民
）
が
安
否
確
認

の
見
守
り
や
ゴ
ミ
出
し
の
手
伝
い
等
を
行
っ
て
い
る
。

※

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
住
民
が
ペ
ア
で
見
守
り
、

　
老
人
家
庭
相
談
員
と
民
生
委
員
が
訪
問

　・
高
齢
者
世
帯
に
洗
濯
物
が
同
じ
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
干
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
に
見
守
り
隊
が
気
づ
き
、
訪
問
す
る
と

　
認
知
症
を
患
っ
て
い
た
。

・
一
人
暮
し
の
方
と
３
週
間
連
絡
が
と
れ
ず
、
異
変
に
気

　
づ
い
た
弁
当
配
達
の
担
当
者
よ
り
通
報
が
あ
り
、
駆
け

　
付
け
る
と
餓
死
寸
前
で
発
見
さ
れ
た
。

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

　
８
月
４
日
〜
５
日
に
灰
屋
（
あ
わ
ら
市
）
に
お
い
て
、
市
町

老
連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
33
名
が
参
加
し
、
「
地
域
支
え
合
い
の

中
で
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
基
調
講
演
、
事
例
発
表
、
分
散
会
を
行
い
、
各

市
町
老
連
で
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
な
ど

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
や
改
善
策
な
ど
を
代
表
者
が
発
表
し
、
２

日
間
の
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

　基
調
講
演

　「
住
民
主
体
の
生
活
支
援
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　〜
お
互
い
様
で
地
域
が
元
気
に
〜
」

　
　
講
師
：
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
課
　
課
長
　
杉
本
吉
弘
氏

　　
地
域
支
え
合
い
の
課
題
に
つ

い
て
、
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
、
で
き
る
こ
と

が
限
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
「
目

配
り
や
気
配
り
が
で
き
る
近
所

の
つ
な
が
り
」
が
地
域
で
暮
ら

す
要
介
護
者
へ
の
一
番
の
支
え

に
な
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
助
け
る
側
」
が

「
助
け
ら
れ
る
側
」
に
も
な
る

お
互
い
様
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

「
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム
」
を

行
い
、
自
分
が
で
き
な
い
事
が

記
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
選
び
、
そ
れ
を
で
き
る
人
に
お
願

い
を
し
て
く
こ
と
で
、
お
互
い
に
困
り
ご
と
を
言
え
る
関
係

が
こ
れ
か
ら
必
要
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
に
体
感
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

事
例
発
表
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福井県老連 第149号
平成28年9月

福井県消費生活センター
☎（０７７６）２２－１１０２

いりま
せん！

興味
ありません！

頼んで
いません！

 
 

お金の話が出たらまず断って！

「おかしいな」「困ったな」と思ったら、まずは消費生活センターへご相談ください 

必要ないものは
 

儲け話には
 

覚えがなければ

 

困った時には一人で悩まず ☎１８８（いやや）へご相談ください。

嶺南消費生活センター
☎（０７７０）５２－７８３０

嶺南センターは第3日曜日は休館
 

情報を伝えて、みんなで高齢者の詐欺被害を防ぎましょう

　振り込め詐欺などの特殊詐欺は、手口の巧妙化により多くの高齢者が被害に遭っており、大き
な社会問題になっています。
　平成27年中の福井県における被害状況は58件2億5,284万円で、うち65歳以上の高齢者被害が約
７割（43件）を占めています。
　こうした状況にあって今回、高齢者を詐欺被害から守る「見守りサポーター」の養成講座が、
県老連がモデル老連としてお願いした、小浜市、鯖江市、美浜町の３老連で開催され、各単位ク
ラブの女性リーダーや老人家庭相談員の方々が受講しました。
　講座では、福井県消費生活センターの相談員から、詐欺被害の状況、詐欺の手口、クーリン
グ・オフ制度等についての講義や、DVDを鑑賞して、困っているサインや不審な様子を見逃さ
ないように気にかけるほか、関係機関と高齢者のつなぎ役として、日頃から気軽に相談できるつ
ながりをつくっておくことの大切さを学習しました。
　養成講座の受講者には、サポーター証が授与されました。
　「見守りサポーター」は、クラブ活動や暮らしの中で、
同世代のつながりを通じて、地域の高齢者の詐欺被害の防
止に取り組む推進役として期待されています。

■平成２７年度相談より
〇自宅に突然電話がかかってきて、「電話代が安くなります」「インターネットが今より
安くできます」などと言って勧誘され、とりあえず考えてみるつもりで「はい」と答
えたら契約が成立してしまい、翌日解約を申し出ると高額な解約料を請求された。

〇近所で安くパンや日用品などを配っているというので出かけると、健康に関する楽
しい話がきけた。毎日通っているうちに、高額な健康器具や健康食品を勧められ、
今までいろいろ貰っていたし断り切れず購入してしまった。

〇スマートフォン（携帯電話）に、覚えのない請求が突然届いた。「財産を差し押さえ
る」「裁判になる」などと書かれていてとても怖い。あまりしつこいので支払ったら、
もっとメールが届くようになった。

■見守りポイント
〇見慣れない商品が部屋の中に増えてい
ないか。

〇お金に困っているような様子はないか。
〇あまり出かけない人が頻繁に外出した
り、電話の頻度が増えていないか。

〇見慣れない業者の出入りや、名刺・パ
ンフレットなどがないか。

■気づいた時の対処法
〇「おかしいな？」と思ったら、本人に
確認。

〇消費者トラブルのようだと感じたら、
本人とともに消費生活センターに相談
する。

〇気づいた時点ですぐに相談する。

「まさか私のところに電話がかかるなんて！」「私はだいじょうぶ」多くの
人がそう思っていますが、年々手口は巧妙になり、誰もが被害になる可能性があります。

伝える

気にかける

つなげる

１. 慌てない・動揺しない
２. 家族にしかわからないことを質問する
３. 必ず本人や、関係行政機関に問い合わせる
４. 振り込む前に家族に相談する
５. 警察に相談する

●「買いません」
「いいです」「結構です」は「イエス」の意味にとられやすいので要注意。

●「必要ありません」
語尾をあいまいにせず、きっぱりと強く断りましょう。

●「身内に同業者がいます」
住宅リフォームなどの勧誘の場合、「息子が大工をしています」
「弟が工務店を経営しています」などと応用できます。

●「二度と電話しないでください」
しつこい電話には、強い言葉でしっかりと意思を伝えましょう。

●「お帰りください」
長居する訪問販売員を、この
ひと言で撃退しましょう。

クラブ活動や日常生活を通じて、被害防止情報を伝える

困っているサインや不審な様子を見逃さないよう気にかける

関係機関とのつなぎ役となり、被害防止に努める

見守りサポーターの役割

６月　２日（木）　　美浜町老連　　　美浜町保健福祉センター「はあとぴあ」
６月　８日（水）　　鯖江市老連　　　鯖江市嚮陽会館
６月１７日（金）　　小浜市老連　　　小浜市健康管理センター

養成講座
開催月日

老人クラブ高齢消費者被害防止キャンペーン
～仲間を支えよう！地域の高齢者を守ろう！～

その電話！
「振り込め詐欺」ではありませんか？

悪質な訪問販売、電話勧誘に対する
効果的な断り方５ヵ条

［警視庁ホームページより抜粋］

［参考：警視庁ホームページ］

こんな言葉が確認できれば、詐欺ではないかと疑ってみる必要があります。 ［公益社団法人全国消費生活相談員協会資料より抜粋］

悪質業者は高齢者を狙っている！！
振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！

必要なければ、慌てず、はっきり
「いりません！」「お断りします」と伝え、電話を切りましょう！

「見守りサポーター」養成講座「見守りサポーター」養成講座

●誰もが被害者の可能性 
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２. 家族にしかわからないことを質問する
３. 必ず本人や、関係行政機関に問い合わせる
４. 振り込む前に家族に相談する
５. 警察に相談する

●「買いません」
「いいです」「結構です」は「イエス」の意味にとられやすいので要注意。

●「必要ありません」
語尾をあいまいにせず、きっぱりと強く断りましょう。

●「身内に同業者がいます」
住宅リフォームなどの勧誘の場合、「息子が大工をしています」
「弟が工務店を経営しています」などと応用できます。

●「二度と電話しないでください」
しつこい電話には、強い言葉でしっかりと意思を伝えましょう。

●「お帰りください」
長居する訪問販売員を、この
ひと言で撃退しましょう。

クラブ活動や日常生活を通じて、被害防止情報を伝える

困っているサインや不審な様子を見逃さないよう気にかける

関係機関とのつなぎ役となり、被害防止に努める

見守りサポーターの役割

６月　２日（木）　　美浜町老連　　　美浜町保健福祉センター「はあとぴあ」
６月　８日（水）　　鯖江市老連　　　鯖江市嚮陽会館
６月１７日（金）　　小浜市老連　　　小浜市健康管理センター

養成講座
開催月日

老人クラブ高齢消費者被害防止キャンペーン
～仲間を支えよう！地域の高齢者を守ろう！～

その電話！
「振り込め詐欺」ではありませんか？

悪質な訪問販売、電話勧誘に対する
効果的な断り方５ヵ条

［警視庁ホームページより抜粋］

［参考：警視庁ホームページ］

こんな言葉が確認できれば、詐欺ではないかと疑ってみる必要があります。 ［公益社団法人全国消費生活相談員協会資料より抜粋］

悪質業者は高齢者を狙っている！！
振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！

必要なければ、慌てず、はっきり
「いりません！」「お断りします」と伝え、電話を切りましょう！

「見守りサポーター」養成講座「見守りサポーター」養成講座

●誰もが被害者の可能性 
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福井県老連 第149号
平成28年9月

　
６
月
30
日
〜
７
月
１
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、
あ
わ
ら
市
の
「
グ

ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
」
に
お
い
て
平
成
28
年
度
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
６
県
・
１
指
定
都
市
か
ら
１
８
７
名
が
参
加
し
、
本
県
か
ら

は
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

内

　
　容

⒈ 

基
調
説
明

　
　
　全
老
連
総
務
部
長
　
　
谷
野
　
香
　
氏

　「老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
向
け
て

　

　
　
　
　
　
　

―

全
国
運
動
、
行
動
提
案
等―
」

⑴ 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　
①
高
齢
者
の
状
況

　
　
○
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
る
。

　
　
○
65
歳
以
上
の
単
独
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
。

　
　
○
認
知
症
高
齢
者
、
軽
度
の
認
定
者
数
の
増
加
。

　
②
介
護
保
険
法
の
改
正

　
　
○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

　
　
　
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
を

　
　
　
め
ざ
し
た
仕
組
み
を
、
２
０
２
５
年
度
を
目
途
に
実
現
）

　
　
○
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

　
③
高
齢
消
費
者
被
害
の
深
刻
化

　
　
○
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊

　
　
　
詐
欺
被
害
の
増
加

　
　
○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
被
害
者
の
９
割
以
上
は
高

　
　
　
齢
者

⑵ 

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案

　
①
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
第
３
年
次
）

　
　
の
推
進

　
　
○
今
後
の
取
り
組
み

　
　
　
単
位
ク
ラ
ブ
は
ま
ず
は
あ
と
１
人
の
加
入
増
を
！

　
　
　
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

　
　
　
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
！

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　
○
老
人
ク
ラ
ブ
で
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
友
愛
活
動
、
健

　
　
　
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
市
町

　
　
　
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

　
　
　
活
支
援
総
合
事
業
）
に
地
域
住
民
と
共
に
参
画
し
よ
う
。

③
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

　
　
○
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推

　
　
　
進
（
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
）

　
　
○
単
位
ク
ラ
ブ
に
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
設
置

　
　
○
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
た
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
活

　
　
　
動
の
展
開

⒉ 

講

　演

　「高
齢
者
の
生
活
と
介
護
問
題
」
　

　
　
　
　
　
　
　
福
井
大
学
名
誉
教
授
　
　
高
田
　
洋
子
　
氏

　
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
が
担
っ
て
い
く
（
介
護
の
社
会
化

↓
社
会
保
険
方
式
）
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に
導
入
さ
れ
た
介
護

保
険
制
度
も
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
そ
の
割
合
も
増
え
る
中
で
介

護
保
険
財
政
難
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
構
成
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、
家
族
介
護
を
中
心
と
し
た
や
り
方
に
も
限

界
が
あ
る
。
介
護
環
境
は
、
社
会
的
な
支
援
・
民
間
企
業
に
よ
る

商
品
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
家
族
に
よ
る
介
護
・
地
域
に
よ
る
見
守

り
な
ど
複
数
の
手
立
て
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
２
０
１
４
年
に
介

護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
制
度
が
市
町

村
単
位
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、
当
事
者
同
士
が

話
せ
る
場
所
や
職
場
や
地
域
に
お
け
る
介
護
休
業
、
介
護
・
医
療

制
度
な
ど
の
様
々
な
社
会
支
援
情
報
の
提
供
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
と
ぎ
れ
な
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⒊ 

事
例
発
表

　
各
県
老
連
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
①
行
政
や
自
治
会
、
他
団
体
と
の
連
携
で
成
功
し
て
い
る
事
例

　
　（
名
古
屋
市
老
連
）

　
　
・
中
核
敵
的
な
人
材
養
成
を
目
的
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
マ
イ
ス

　
　
　
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

　
　
・
学
区
単
位
で
サ
ロ
ン
の
開
催

　
　
・
区
役
所
内
に
老
人
ク
ラ
ブ
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
を
設
置

　
②
行
政
や
自
治
会
、
他
団
体
と
の
連
携
で
成
功
し
て
い
る
事
例

　
　（
愛
知
県
老
連
）

　
　
・
健
康
増
進
・
生
き
が
い
事
業

　
　
・
教
養
講
座
・
講
習
会
学
習
事
業

　
　
・
奉
仕
活
動
・
友
愛
訪
問
事
業

　
　
・
世
代
交
流
事
業
　
な
ど
を
単
位
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
補
助

　
　
　
金
交
付
事
業
と
し
て
実
施

　
③
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る
事
例

　
　（
三
重
県
老
連
）

　
　
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催

　
　
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
絵
画
・
書
道

　
　
・
手
作
り
「
伊
勢
方
言
か
る
た
」
会

　
④
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る
事
例

　
　（
富
山
県
老
連
）

　
　
・
奉
仕
活
動

　
　
・
地
区
文
化
祭
（
会
員
の
作
品
展
・
演
舞
発
表
）

　
　
・
サ
ロ
ン
活
動

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
）

　
⑤
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事
例

　
　（
岐
阜
県
老
連
）

　
　
・
自
治
会
長
、民
生
委
員
と
の
連
携
で
新
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

　
　
・
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
と
全
家
庭
訪
問
勧
誘
に
よ
り
休
眠
ク
ラ

　
　
　
ブ
を
復
活

　
⑥
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事
例

　
　（
石
川
県
老
連
）

　
　
・
地
域
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要

　
　
　
性
を
訴
え
、
自
治
会
と
連
携
し
て
65
歳
以
上
全
員
を
会
員

　
　
　
と
す
る
新
ク
ラ
ブ
を
設
立

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
６
月
２
日
〜
３
日
、
東
京
都
全
社
協
に
お
い
て
全
老
連
主
催
の
中

央
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
八
木
敬
一
郎
あ
わ
ら
市
老

連
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
仲
間
を
増
や
し
て
地
域
づ
く
り
！
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
全
老
連
に
お
い
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、「
１
０
０

万
人
会
員
増
強
運
動
」「
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案
」

「
高
齢
消
費
者
　
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
状
況
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
実
践
事
例
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
目
標
達
成
に
向
け

て
研
究
、
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
説
明
、
基
調
報
告
、

事
例
発
表
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

内

　
　容

⒈ 

厚
生
労
働
省
の
説
明

　「介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
厚
労
省
　
愛
甲
健
老
健
局
振
興
課
課
長
補
佐

　
①
平
成
26
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
で
あ
っ
た
要
支

　
　
援
者
に
対
す
る
訪
問
・
通
所
介
護
が
、
市
町
が
行
う
新
地
域

　
　
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
29
年
度
ま
で
に

　
　
段
階
的
に
移
行
）

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、保
険
者
で
あ
る
市
町
村
が
、

　
　
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

　
　
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
③
新
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
主
体
を
活
用
し
て
の
高
齢

　
　
者
支
援
が
必
要
。

⒉ 

基
調
報
告

　「老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
老
連
　
齊
藤
秀
樹
常
務
理
事

　
①
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
第
３
次
）
の

　
　
推
進

　今
後
の
取
り
組
み

　
　
・
単
位
ク
ラ
ブ
は
あ
と
１
人
の
加
入
増
を

　
　
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を

　
　
・
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う
、
地
域
で
の
介
護
予
防
・
生

　
　
活
支
援
活
動
推
進
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
高

　
　
ま
っ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
友
愛

　
　
活
動
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
新

　
　
地
域
支
援
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

⒊ 

事
例
発
表

　
①
友
愛
活
動
で
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
老
連

　
　
・
友
愛
活
動
を
重
点
に
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
を
目
指

　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
・
新
地
域
支
援
事
業
参
画
に
向
け
た
ね
ら
い

　
　
　
若
手
と
共
に
活
躍
す
る
、
行
政
の
「
信
用
・
信
頼
」
を
確

　
　
　
立
す
る
、
地
域
の
「
共
助
」
を
育
む
、
高
齢
者
が
高
齢
者

　
　
　
を
助
け
る
。

　
②
自
治
会
の
協
力
を
得
て
新
設
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
大
垣
（
市
老
連
）

　
　
・
市
老
連
の
取
り
組
み

　
　
　
自
治
会
へ
の
協
力 ⇒

 

市
連
合
自
治
会
連
絡
協
議
会
に
出

　
　
　
席
し
、
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
の
協
力
依
頼

　
　
　
設
立
準
備
金
の
実
現 ⇒

 

大
垣
市
に
お
い
て
設
立
準
備
補

　
　
　
助
金
（
１
万
円
）
を
予
算
化

　
　
・
地
区
老
連
の
取
り
組
み

　
　
　
自
治
会
へ
の
協
力 ⇒

 
地
区
連
合
自
治
会
連
絡
協
議
会
に

　
　
　
出
席
し
、
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
の
協
力
依
頼

　
　
・
27
年
度 ⇒

 

３
ク
ラ
ブ
新
設

⒋ 

講

　演

　地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り
組
む
「
見
守
り
・
支
え
合
い
」

　
　
　
東
京
都
荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
鈴
木
　
訪
子
　
氏

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
立
ち
上
げ
た
「
ふ
れ
あ
い

粋
・
活
（
い
き
い
き
）
サ
ロ
ン
」（
70
カ
所
）
や
、
そ
の
活
動
を

通
し
た
自
治
会
や
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
積
極
的
な
か
か

わ
り
が
紹
介
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

⒌ 

グ
ル
ー
プ
協
議

　「
す
べ
て
の
地
域
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
者
が
15
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
治
会
、
民

生
委
員
、
行
政
等
の
協
力

を
得
て
未
設
置
地
区
へ
働

き
か
け
る
こ
と
、
機
関
紙

や
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

い
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

第
34
回
都
道
府
県
・
指
定
都
市

　老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

10



福井県老連 第149号
平成28年9月

　
６
月
30
日
〜
７
月
１
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、
あ
わ
ら
市
の
「
グ

ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
」
に
お
い
て
平
成
28
年
度
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
６
県
・
１
指
定
都
市
か
ら
１
８
７
名
が
参
加
し
、
本
県
か
ら

は
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

内

　
　容

⒈ 

基
調
説
明

　
　
　全
老
連
総
務
部
長
　
　
谷
野
　
香
　
氏

　「老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
向
け
て

　

　
　
　
　
　
　

―

全
国
運
動
、
行
動
提
案
等―

」

⑴ 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　
①
高
齢
者
の
状
況

　
　
○
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
る
。

　
　
○
65
歳
以
上
の
単
独
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
。

　
　
○
認
知
症
高
齢
者
、
軽
度
の
認
定
者
数
の
増
加
。

　
②
介
護
保
険
法
の
改
正

　
　
○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

　
　
　
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
を

　
　
　
め
ざ
し
た
仕
組
み
を
、
２
０
２
５
年
度
を
目
途
に
実
現
）

　
　
○
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

　
③
高
齢
消
費
者
被
害
の
深
刻
化

　
　
○
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊

　
　
　
詐
欺
被
害
の
増
加

　
　
○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
被
害
者
の
９
割
以
上
は
高

　
　
　
齢
者

⑵ 

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案

　
①
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
第
３
年
次
）

　
　
の
推
進

　
　
○
今
後
の
取
り
組
み

　
　
　
単
位
ク
ラ
ブ
は
ま
ず
は
あ
と
１
人
の
加
入
増
を
！

　
　
　
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

　
　
　
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
！

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　
○
老
人
ク
ラ
ブ
で
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
友
愛
活
動
、
健

　
　
　
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
市
町

　
　
　
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

　
　
　
活
支
援
総
合
事
業
）
に
地
域
住
民
と
共
に
参
画
し
よ
う
。

③
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

　
　
○
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推

　
　
　
進
（
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
）

　
　
○
単
位
ク
ラ
ブ
に
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
設
置

　
　
○
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
た
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
活

　
　
　
動
の
展
開

⒉ 

講

　演

　「高
齢
者
の
生
活
と
介
護
問
題
」
　

　
　
　
　
　
　
　
福
井
大
学
名
誉
教
授
　
　
高
田
　
洋
子
　
氏

　
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
が
担
っ
て
い
く
（
介
護
の
社
会
化

↓
社
会
保
険
方
式
）
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に
導
入
さ
れ
た
介
護

保
険
制
度
も
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
そ
の
割
合
も
増
え
る
中
で
介

護
保
険
財
政
難
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
構
成
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、
家
族
介
護
を
中
心
と
し
た
や
り
方
に
も
限

界
が
あ
る
。
介
護
環
境
は
、
社
会
的
な
支
援
・
民
間
企
業
に
よ
る

商
品
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
家
族
に
よ
る
介
護
・
地
域
に
よ
る
見
守

り
な
ど
複
数
の
手
立
て
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
２
０
１
４
年
に
介

護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
制
度
が
市
町

村
単
位
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、
当
事
者
同
士
が

話
せ
る
場
所
や
職
場
や
地
域
に
お
け
る
介
護
休
業
、
介
護
・
医
療

制
度
な
ど
の
様
々
な
社
会
支
援
情
報
の
提
供
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
と
ぎ
れ
な
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⒊ 

事
例
発
表

　
各
県
老
連
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
①
行
政
や
自
治
会
、
他
団
体
と
の
連
携
で
成
功
し
て
い
る
事
例

　
　（
名
古
屋
市
老
連
）

　
　
・
中
核
敵
的
な
人
材
養
成
を
目
的
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
マ
イ
ス

　
　
　
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

　
　
・
学
区
単
位
で
サ
ロ
ン
の
開
催

　
　
・
区
役
所
内
に
老
人
ク
ラ
ブ
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
を
設
置

　
②
行
政
や
自
治
会
、
他
団
体
と
の
連
携
で
成
功
し
て
い
る
事
例

　
　（
愛
知
県
老
連
）

　
　
・
健
康
増
進
・
生
き
が
い
事
業

　
　
・
教
養
講
座
・
講
習
会
学
習
事
業

　
　
・
奉
仕
活
動
・
友
愛
訪
問
事
業

　
　
・
世
代
交
流
事
業
　
な
ど
を
単
位
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
補
助

　
　
　
金
交
付
事
業
と
し
て
実
施

　
③
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る
事
例

　
　（
三
重
県
老
連
）

　
　
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催

　
　
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
絵
画
・
書
道

　
　
・
手
作
り
「
伊
勢
方
言
か
る
た
」
会

　
④
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る
事
例

　
　（
富
山
県
老
連
）

　
　
・
奉
仕
活
動

　
　
・
地
区
文
化
祭
（
会
員
の
作
品
展
・
演
舞
発
表
）

　
　
・
サ
ロ
ン
活
動

　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
）

　
⑤
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事
例

　
　（
岐
阜
県
老
連
）

　
　
・
自
治
会
長
、民
生
委
員
と
の
連
携
で
新
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

　
　
・
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
と
全
家
庭
訪
問
勧
誘
に
よ
り
休
眠
ク
ラ

　
　
　
ブ
を
復
活

　
⑥
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事
例

　
　（
石
川
県
老
連
）

　
　
・
地
域
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要

　
　
　
性
を
訴
え
、
自
治
会
と
連
携
し
て
65
歳
以
上
全
員
を
会
員

　
　
　
と
す
る
新
ク
ラ
ブ
を
設
立

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
６
月
２
日
〜
３
日
、
東
京
都
全
社
協
に
お
い
て
全
老
連
主
催
の
中

央
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
八
木
敬
一
郎
あ
わ
ら
市
老

連
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
仲
間
を
増
や
し
て
地
域
づ
く
り
！
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
全
老
連
に
お
い
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、「
１
０
０

万
人
会
員
増
強
運
動
」「
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案
」

「
高
齢
消
費
者
　
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
状
況
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
実
践
事
例
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
目
標
達
成
に
向
け

て
研
究
、
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
説
明
、
基
調
報
告
、

事
例
発
表
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

内

　
　容

⒈ 

厚
生
労
働
省
の
説
明

　「介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
厚
労
省
　
愛
甲
健
老
健
局
振
興
課
課
長
補
佐

　
①
平
成
26
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
で
あ
っ
た
要
支

　
　
援
者
に
対
す
る
訪
問
・
通
所
介
護
が
、
市
町
が
行
う
新
地
域

　
　
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
29
年
度
ま
で
に

　
　
段
階
的
に
移
行
）

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、保
険
者
で
あ
る
市
町
村
が
、

　
　
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

　
　
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
③
新
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
主
体
を
活
用
し
て
の
高
齢

　
　
者
支
援
が
必
要
。

⒉ 

基
調
報
告

　「老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
老
連
　
齊
藤
秀
樹
常
務
理
事

　
①
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
第
３
次
）
の

　
　
推
進

　今
後
の
取
り
組
み

　
　
・
単
位
ク
ラ
ブ
は
あ
と
１
人
の
加
入
増
を

　
　
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を

　
　
・
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を

　
②
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う
、
地
域
で
の
介
護
予
防
・
生

　
　
活
支
援
活
動
推
進
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
高

　
　
ま
っ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
友
愛

　
　
活
動
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
新

　
　
地
域
支
援
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

⒊ 
事
例
発
表

　
①
友
愛
活
動
で
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
老
連

　
　
・
友
愛
活
動
を
重
点
に
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
を
目
指

　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
・
新
地
域
支
援
事
業
参
画
に
向
け
た
ね
ら
い

　
　
　
若
手
と
共
に
活
躍
す
る
、
行
政
の
「
信
用
・
信
頼
」
を
確

　
　
　
立
す
る
、
地
域
の
「
共
助
」
を
育
む
、
高
齢
者
が
高
齢
者

　
　
　
を
助
け
る
。

　
②
自
治
会
の
協
力
を
得
て
新
設
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
大
垣
（
市
老
連
）

　
　
・
市
老
連
の
取
り
組
み

　
　
　
自
治
会
へ
の
協
力 ⇒

 

市
連
合
自
治
会
連
絡
協
議
会
に
出

　
　
　
席
し
、
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
の
協
力
依
頼

　
　
　
設
立
準
備
金
の
実
現 ⇒

 

大
垣
市
に
お
い
て
設
立
準
備
補

　
　
　
助
金
（
１
万
円
）
を
予
算
化

　
　
・
地
区
老
連
の
取
り
組
み

　
　
　
自
治
会
へ
の
協
力 ⇒

 

地
区
連
合
自
治
会
連
絡
協
議
会
に

　
　
　
出
席
し
、
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
の
協
力
依
頼

　
　
・
27
年
度 ⇒

 

３
ク
ラ
ブ
新
設

⒋ 

講

　演

　地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り
組
む
「
見
守
り
・
支
え
合
い
」

　
　
　
東
京
都
荒
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
鈴
木
　
訪
子
　
氏

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
立
ち
上
げ
た
「
ふ
れ
あ
い

粋
・
活
（
い
き
い
き
）
サ
ロ
ン
」（
70
カ
所
）
や
、
そ
の
活
動
を

通
し
た
自
治
会
や
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
積
極
的
な
か
か

わ
り
が
紹
介
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

⒌ 

グ
ル
ー
プ
協
議

　「
す
べ
て
の
地
域
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
者
が
15
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
治
会
、
民

生
委
員
、
行
政
等
の
協
力

を
得
て
未
設
置
地
区
へ
働

き
か
け
る
こ
と
、
機
関
紙

や
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

い
魅
力
を
感
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～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～
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全老連　中央セミナー …………………………P11
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老人クラブとは　～地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です～
　クラブでは、会員の話し合いによって、それぞれの地域ごとに多種多様な活動を行っています。
　◆生活を豊かにする楽しい活動

健康づくり介護予防、　趣味、文化、レクリエーション

　◆地域を豊かにする社会活動
友愛ボランティア、安心、安全まちづくり、
世代交流、伝承

　　　※老人クラブは、昭和38年8月に施行された「老人福祉法」
　　　　において、老人福祉を増進するための事業を行うものと
　　　　位置づけられています。
　　　※小地域ごとの老人クラブ（単位クラブ）を核に連合会を組織しています。

全国の単位クラブ
105,532 クラブ／ 6,061,681 人

市区町村老連

全国老人クラブ連合会

都道府県・指定都市
63老連

福井県
1,089 クラブ
58,634 人

活動教材
の紹介

「いきいきチェック」で
　　　　　　のばそう！健康寿命

◆いきいきとした毎日を応援する教材としてお使いください。
◆閉じこもりがちな高齢者、高齢で活動の参加が少なくなっている仲間、外出機会の少ない方、
　友愛訪問の対象者やサロンの参加者、クラブ活動や行事への参加が少ない方にお薦め下さい。

※お問い合わせは
　県老連事務局 TEL：0776-24-4853（注文方法は、最寄の市町老連事務局まで）
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A4 サイズ＠200（税込・送料別）

◎いきいきダイアリー

◎いきいきダイアリーの使い方
　　ダイアリーには、「12か月分のチェックシート」と
　　「10項目のポイントや解説付」「年間予定表を書き
　　込むページ」が掲載されています。
　◆今日の生活を振り返り、「できた」項目には〇をつけましょう。
　　〇の数を数えて、1日の合計（いきいき度）を記入しましょう。　
　◆ひと月を振り返り、来月の目標を考えましょう。
　　項目ごとに点数が低い項目がないか点検し、
　　来月は、その項目を意識して過ごしましょう。
　◆一口メモは、気になる項目や健康状態などを
　　メモしておきましょう。

・いきいきとした1日を贈る意欲や気力を引き出すきっかけづくり
　につながる10項目です。
・この項目を使って毎日の暮らしを点検しながら健康
　づくりに取り組めるのが「いきいきダイアリー」です。

いきいきチェック

　～毎日の過ごし方は、心とからだの健康につながっています～　

《トピックス》振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！（Ｐ8～ 9）

老人家庭相談員研修会
～福井県消費生活センターによる
　　　詐欺被害防止の講座～

（発行元 : 全国老人クラブ連合会）

HP : http://fukui-rouren.jp題  字／吉川  壽一  書
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